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権利擁護と日常生活支援
特 集

　少子・高齢化の進展、家庭機能の変化などにより我が国の社会福祉を取り巻く状況は大きく変化してきた。
そのような中で、判断能力が不十分であるため、福祉サービスを十分活用できないという問題や、身の回りの
ことや金銭管理ができないなど、日常生活に支障をきたす事例も増加し、更に、虐待、金銭的搾取など権利侵
害も生じている。
　群馬県社協では、これらの課題に対し、日常生活自立支援事業を中心に利用者個人の尊厳を確保しつつ、次
の事業を展開している。

“個人の尊厳～一人ひとりが大切にされて誇りをもって過ごせるように～”

　平成26年10月28日に基礎編、11月４日に実践編を開催し

ました。福祉関係者や一般県民等のべ280名が参加しました。

講師には、群馬県社会福祉士会・ぱあとなあ群馬センター長

の内山惠子氏、公益社団法人リーガルサポート群馬支部長の

東　歩氏、研修部長の曽根康仁氏、弁護士法人龍馬の小此木

清氏を迎えました。それぞれ、専門職後見人の立場からのお

話がありました。

　75歳以上高齢者は2055年には25％を超える見込みであり、

今後ますます成年後見制度の必要性が高まることが予想されます。参加者からは参考になったという声の

他、具体的な事例をもっと知りたい等、今後も学んでいきたいという意欲が挙がっていました。

“福祉の力の見せ所”

　平成26年11月28日に開催し、約230名が参加しました。

今年度は、12基幹社会福祉協議会の他、群馬県地域生活定着

支援センターとも共催し、「福祉から忘れられた人々～矯正施

設退所後の生活支援を考える～」というテーマを設けて開催

しました。

　日常生活自立支援事業の説明、渋川市社協による事例発表、

地域生活定着支援事業の説明、講演を行い、講師には作家で

元衆議院議員の山本譲司さんをお招きしました。

　山本さんからは刑務所での体験談を基に、矯正施設の中にいる知的、精神障がい者の実情や退所後の障

がい者や高齢者が福祉の人たちと繋がっていないこと、地域生活のしづらさや行き場所がないことから再

犯を繰り返す現状、福祉と司法の連携について等お話がありました。地域生活定着支援事業や社会福祉協

議会、あらゆる福祉に関わる人達や地域社会の意識についての期待とメッセージが発せられました。

成年後見等研修会　開催

権利擁護セミナー　開催

身上監護を中心に話をする内山惠子氏

刑務所で見えた課題等を語る山本譲司氏
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　平成11年10月からスタートした「日常生活自立支援事業」は判断能力が不十分な高齢者や知的・精神

障がいをお持ちの方の地域生活を支える一翼として、県内12の基幹社協に事業の一部を委託し、他の23

社協の協力体制のもと実施しています。

　本事業の利用者は以下の通りです。

　利用者は年々増加傾向にある中、対応に苦慮する困難なケースや多くの課題を抱える家族ケースもあり

ますが、本事業を通じて、利用者が福祉サービスに繋がったり、生活設計が立てられるようになるなど、

地域住民の安心した生活を支える一助を担っています。

　しかし予算措置されている相談から契約、日常的な支援を行う基幹社協専門員の数は十分とは言えない

現状があり、地域により利用者の増加、困難なケースへの対応などにより、すぐに対応できない場合もあ

ります。潜在的利用者は、少子高齢化等により増加が見込まれています。本会では、専門員の業務見直し

と今後のあり方を検討していくため「専門員検討会」を開催し、ワーキンググループを設け、自助努力を

行いながら、必要なことを協議しています。今後関係者の方々の意見を参考に、ご協力をいただきながら、

本制度の改善について検討を進めていく予定です。

日　時　　平成27年２月２日（月）　13時30分～〈受付13時～〉

会　場　　群馬県社会福祉総合センター８階ホール

　　　　　群馬県前橋市新前橋町13-12

内　容　　テーマ「どこから虐待？何が虐待？　～虐待と権利擁護を考える～」

　　　　　講　師　公益社団法人あい権利擁護支援ネット　代表理事　池田惠利子　氏

参加費　　無　料

定　員　　335名（定員に達した場合は、締め切らせていただきます。）

日常生活自立支援事業　群馬県内の利用者数　

認知症高齢者 知的障害者 精神障害者 計

平成26年度
（10月まで）

511 
(53.7%)

196
(20.6%)

245
(25.7%) 952

平成25年度 495 (53.3%) 197(21.2%) 236(25.4%) 928

平成24年度 504(55.3%) 181(19.8%) 227(24.9%） 912

平成23年度 495(57.5%) 164(19.0%) 202(23.5%) 861

平成22年度 465(57.9%) 153(19.1%) 185(23.0%) 803

平成21年度 446(60.6%) 128(17.4%) 162(22.0%) 736

日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事業）

虐待防止セミナー開催します
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群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
平
成
19
年
度
よ
り
群
馬

県
の
委
託
を
受
け
、
ま
た
、
平

成
22
年
度
よ
り
指
定
試
験
実
施

機
関
と
し
て
、
群
馬
県
介
護
支

援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
試
験
は
、
介
護
支
援

専
門
員
の
養
成
に
あ
た
り
、

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

を
受
講
す
る
前
段
と
し
て
、

事
前
に
必
要
な
専
門
知
識
等

を
有
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

　

介
護
支
援
専
門
員
は
、
介

護
保
険
に
規
定
さ
れ
た
専
門

職
と
し
て
、
要
介
護
者
や
家

族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
要

援
護
者
が
自
立
し
た
日
常
生

活
を
営
め
る
よ
う
に
、
本
人

や
家
族
の
意
向
、
心
身
の
状

態
等
を
勘
案
し
、
サ
ー
ビ
ス

計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作

成
し
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
策
定
後
は
、
要
介
護

者
や
家
族
の
状
況
に
応
じ
て

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
変
更
・
修
正

を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
試
験
を
受
験
で
き
る

方
は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
分
野
で
、
原
則
５
年
以
上

の
対
人
援
助
業
務
を
経
験
し

た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、10
月
26
日
（
日
）

に
実
施
し
、
２
，
７
８
２
名

が
受
験
し
、
約
２
割
の
５
６
０

名
が
合
格
し
ま
し
た
。（
合
格

発
表
日　

12
月
10
日
）

　

合
格
者
に
は
、
今
後
実
務

研
修
修
了
後
、
介
護
現
場
で

良
質
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
向

け
て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

日　　時　　平成27年２月21日（土）14時～（13時開場）
会　　場　　群馬県社会福祉総合センター 大ホール（前橋市新前橋町13-12）
内　　容　　①「笑える！遊べる！あそびうた」　出演：鈴木　翼 さん
　　　　　　②県内の各子育て支援センターの活動紹介
入 場 料　　無料（先着300名）
参加申込　　事前に申込みが必要です。県社協施設福祉課までご連絡ください。
問い合わせ　施設福祉課　TEL：027-255-6034

鈴木　翼 さん プロフィール：
　保育者向け講習会のほか、保育雑誌への執筆、親子コンサートや保育園や幼稚園、子育て支援センターなどであそび歌ラ
イブを行っている。
　NHK BSプレミアム「みんなDEどーもくん」に出演。2013年４月からNHK BSプレミアム「おとうさんといっしょ」
の遊びや歌の提供BSフジ「モジーズ&YOU」レギュラー出演など活動も広がっている。

　ぐんま子育て支援センター連絡会と群馬県社会福祉協議会は、「つながれ 広がれ 子育て支援の輪」をテーマに
「ぐんま子育て支援フェスタ」を開催いたします。

平成26年度群馬県介護支援専門員実務研修受講試験平成26年度群馬県介護支援専門員実務研修受講試験
－県内４会場で実施－－県内４会場で実施－

平成26年度 ぐんま子育て支援フェスタ 開催のご案内

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
27
年
の
新
春
を
お

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今

年
の
干
支
は
羊
（
未
）
と
い
う
こ
と
で
、
群
れ
な
す
未
は
、

家
族
の
安
泰
を
示
し
、
い
つ
ま
で
も
平
和
に
暮
ら
す
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。
本
年
が
穏
や
か
で
良
い
１
年
と
な

り
ま
す
よ
う
、
そ
し
て
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
と
ご
活
躍
ご

発
展
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
の
中
、
人
口
減
少

社
会
の
到
来
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
社
会
・
経

済
状
況
が
大
き
く
変
化
す
る
現
在
、人
間
関
係
の
希
薄
化
、

家
庭
の
機
能
低
下
、
地
域
社
会
の
機
能
の
脆
弱
化
な
ど

に
よ
り
、
孤
立
や
困
窮
な
ど
、
従
来
の
制
度
で
は
解
決

で
き
な
い
、
深
刻
で
複
雑
な
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
課
題
・

生
活
課
題
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
９
か
月
が
経

過
い
た
し
ま
し
た
。
私
ど
も
は
、
今
後
と
も
被
災
さ
れ
た

方
や
被
災
地
に
寄
り
添
い
、
息
の
長
い
支
援
を
続
け
て
い

き
ま
す
が
、
あ
の
大
震
災
で
再
認
識
さ
れ
た
よ
う
に
、
地

域
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
、
福
祉
の
担
い
手
と
な
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
、
互
い
に
助
け
合
い
、
支
え

合
う
社
会
を
再
び
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
を
最
大
の
責
務

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も｢

県
民
だ
れ
も
が
と
も
に
支
え
合
い
、
住

み
な
れ
た
家
庭
、
地
域
で
、
そ
の
人
ら
し
く
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
福
祉
社
会｣

の
実
現
に
向
け
て
、
み
ん
な
で

協
力
し
な
が
ら
、
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

社
会
福
祉
法
人

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

下
城
茂
雄

⒞藤田修平

合
格
者
数

受
験
者
数

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000
年度別受験者及び合格者数

2,204

458 338 460 366 560

2,236 2,324 2,241 2,782

H22 H23 H24 H25 H26

受験者数 2,204 2,236 2,324 2,241 2,782 

合格者数 458 338 460 366 560

〇実 施 日　平成26年10月26日（日）
〇会　　場　上武大学（伊勢崎キャンパス）他
〇受 験 者　2,782名
〇合格者数　560名
〇合 格 率　20.1％
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ボ
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　川場村社会福祉協議会では、ボランティア活動の支援として、

各団体が個々に行っているボランティア活動の後方支援を中心と

したお手伝いをしています。その中で、今年で22年間続いている

ボランティア活動「川場村クリーンキャンペーン」を紹介します。

　川場村ボランティア連絡協議会が主催し、川場村と川場村社

会福祉協議会が後援して行っているこの取り組みは、今年で

22回目となりました。村民に呼び掛け、“みんなで自分達の住

む川場村をキレイにしよう”という趣旨のもとで行う活動で

す。村民をはじめ、各団体や小学生、中学生にも協力していただき、村内の主要道路周辺のゴミ拾

いや、草刈りなどを８～10のグループに分かれて行います。また、更生保護女性会や婦人会の方々

には炊き出しをしていただき、作業終了後に昼食として参加者皆さんに召し上がっていただきます。

年々ゴミは減ってきていますが、人目に付きにくい道路周辺に

はゴミや缶、ペットボトルなどが多く、こういった場所も含め

て村全体をきれいにしていきたいと思います。

　これからも、キレイで住みやすい川場村を目指して、皆さんと

協力し、様々な面で福祉の推進に努力していきたいと思います。

社会福祉法人　川場村社会福祉協議会

ボランティアセンターHel
lo!

　ぐんまボランティアフォーラムは、県内のボランティア活動者や団体、活動に興味のある方々が、少しでも地域でいき

いきとボランティア活動に取り組んでいただけるような気づきや学びを持ち帰っていただく内容で開催いたします。

　なお、内容の詳細につきましては、後日本会ホームページにて掲載する予定です。また、ボランティア活動団体用の

出展ブースを設ける予定でおりますので、もし出展のご希望がありましたら、下記までお問い合わせください。（お申

込みはお電話でも受け付けております。）

▼内　容　　日　時：平成27年２月11日（水・祝）　12:30受付　13:00開始（展示ブースは12:00～予定）

　　　　　　場　所：群馬県社会福祉総合センター 多目的ホール（〒371-8525 前橋市新前橋町13-12）

　　　　　　対　象：どなたでもご参加いただけます（335名　申込み先着順）

　　　　　　話し手：鈴 木  盈
みつ

 宏
ひろ

 さん

▼お問い合わせ　　群馬県社会福祉協議会地域福祉課　ぐんまボランティア・市民活動支援センター

　　　　　　　　　TEL:027-255-6111　　FAX:027-255-6444

社会福祉法人　川場村社会福祉協議会
〒378-0101　利根郡川場村大字谷地3086番地1　ふれあいの館
TEL 0278-50-1122　FAX 0278-50-1123

平成26年度ぐんまボランティアフォーラムを開催します！

〇講師プロフィール〇
　1946年、愛知県岡崎市生まれ。元トヨタ自動車（株）トヨタボランティアセンター長、愛知県社会福祉協議会ボランティアセンター
運営委員会委員長、ＮＰＯ法人愛・地球博ボランティアセンター副理事長、公益社団法人スペシャルオリンピックス日本・愛知副理
事長、愛知淑徳大学講師、愛知県防災局主催災害ボランティアコーディネーター養成講座講師など

作業後、昼食をとりながら歓談する様子

参加者による沿道の清掃活動の様子
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　身近な地域で暮らす住民同士が集まって「おしゃべり」

や「レクリエーション」などを楽しみながら、定期的な交

流を通して、心豊かな暮らしをお互いに支えあい、応援し

あっていく「ふれあい・いきいきサロン活動」を社会福祉

協議会は推進しています。

　平成26年度は県内５ブロックで研修会を開催しました。

「サロンをもっと楽しむために」というテーマのもと、サ

ロンの活動実践事例発表やレクリエーション研修などを行

い、延べ1,500名以上の方々にご参加いただきました。

１
．
福
祉
教
育
の
目
標

　

本
校
の
福
祉
教
育
は
、
様
々
な
体

験
や
活
動
を
通
し
て
『
人
へ
の
優
し

さ
』
や
『
温
か
い
心
』
を
育
て
る
こ

と
を
目
標
に
活
動
を
続
け
て
き
ま
し

た
。

　

相
手
を
思
い
や
り
尊
重
で
き
る
児

童
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

２
．
三
年
間
の

 

取
り
組
み
内
容
の
紹
介

①
学
習
活
動
に
お
け
る
福
祉
教
育

　

四
年
生
の
総
合
的
な
学
習
で
は
、

手
話
勉
強
会
や
ブ
ラ
イ
ン
ド

ウ
ォ
ー
ク
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
行
い
、
幅
広
く
福
祉

に
関
す
る
体
験
を
し
ま
し
た
。
ま

た
、
五
年
生
で
は
命
を
育
む
講
座

を
行
い
、
助
産
師
さ
ん
や
妊
婦
さ

ん
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
命
の
誕

生
や
命
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
六
年
生
で

は
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
ウ
ォ
ー
ク
や
車

い
す
体
験
、
高
齢
者
疑
似
体
験
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
各

学
年
の
学
習
活
動
を
通
し
て
、
福

祉
に
つ
い
て
体
験
し
考
え
、
話
し

合
う
学
習
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

②
地
域
と
の
関
わ
り

　

運
動
会
で
は
、
地
域
の
回
覧
板

で
お
知
ら
せ
し
、
お
年
寄
り
を
お

招
き
し
ま
し
た
。
そ
し
て
四
年
生

か
ら
の
お
手
紙
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、

交
流
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
年
二

回
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
児
童
が

参
加
し
、
一
緒
に
サ
ル
ビ
ア
な
ど

の
花
を
植
え
、
地
域
の
方
々
と
交

流
を
し
ま
し
た
。

③
児
童
会
・
委
員
会
活
動

　

代
表
委
員
会
が
定
期
的
に
朝
、

玄
関
前
に
立
ち
、
全
校
児
童
に

｢

あ
い
さ
つ
運
動｣

を
行
い
、
児

童
が
積
極
的
に
あ
い
さ
つ
へ
の
意

識
を
高
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
代
表
委
員
会
が
呼
び
か

け
を
し
、
年
に
二
回
の

ア
ル
ミ
缶
回
収
を
行
い

ま
し
た
。
児
童
主
体
で

行
う
こ
と
に
よ
り
資
源

の
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
に

つ
い
て
も
考
え
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

④
全
校
で
の
取
り
組
み

　

全
校
で｢

一
人
一
鉢
運

動｣

を
行
い
、
児
童
一
人

ひ
と
り
が
パ
ン
ジ
ー
や

ビ
オ
ラ
を
育
て
、
卒
業

式
や
入
学
式
に
飾
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
間
を
通
し

て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
回
収
に
も
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

３
．
三
年
間
の
成
果
と
課
題

　

児
童
は
、
様
々
な
体
験
や
活
動
を

通
し
て
、
福
祉
教
育
の
目
標
で
あ
る

『
人
へ
の
優
し
さ
』
や
『
温
か
い
心
』

を
育
む
こ
と
が
で
き
て
き
た
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
は
、
三
年
間
で
培
っ
て
き
た

体
験
や
活
動
を
生
か
し
、
地
域
の

方
々
や
お
年
寄
り
の
方
々
と
の
交
流

を
通
し
て
、
さ
ら
に
、
幅
広
い
視
野

を
も
っ
て
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

桐
生
市
立
新
里
中
央
小
学
校

桐
生
市
立
新
里
中
央
小
学
校

ふふれれああいい・・いいききいいききサロン研修会を開催しました！サロン研修会を開催しました！
平成26年度

社
会
福
祉
協
力
校

社
会
福
祉
協
力
校

研修会の様子研修会の様子

認知症サポーター養成講座認知症サポーター養成講座
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
の

里
に
勤
め
て
12
年
に
な
る
五
十
嵐
さ
ん
。

人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

大
切
に
、
真
摯
に
介
護
に
向
き
合
う
、

そ
の
原
動
力
を
探
っ
て
み
ま
し
た
。

介
護
士
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
？

　

進
学
を
考
え
る
時
期
、
担
任
の
先
生

か
ら
福
祉
と
い
う
道
を
進
め
て
も
ら
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
も
と
も

と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
子
だ
っ
た
の
で
お
年

寄
り
の
方
と
接
す
る
こ
と
は
好
き
で
し

た
し
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
祖
母
が
入
院

し
て
い
た
こ
と
も
理
由
の
ひ
と
つ
で
す

ね
。
そ
の
時
の
看
護
師
さ
ん
や
、
専
門

学
校
時
代
の
実
習
先
で
の
職
員
の
方
た

ち
が
と
て
も
和
気
あ
い
あ
い
と
利
用
者

さ
ん
と
話
を
し
て
い
る
の
を
目
の
当
た

り
に
し
、「
自
分
も
こ
ん
な
風
に
な
り
た

い
な
」
と
思
い
ま
し
た
。

仕
事
で
大
切
な
こ
と
は
？

　
「
声
か
け
」
で
す
ね
。
不
安
そ
う
な

方
が
い
れ
ば
、
一
声
か
け
て
あ
げ
る
と

か
、
そ
う
い
う
ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣
い

で
利
用
者
さ
ん
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

例
え
ば
認
知
症
の
方
の
お
世
話
を
す
る

と
き
も
、
こ
ち
ら
の
配
慮
が
足
り
な
い

と
相
手
を
困
ら
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。
で
も
「
〜
し
ま
す
よ
」
と

　

学
生
時
代
か
ら
野
球
が
好
き
で
、現
在
も
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
る
と
い
う
五
十
嵐
さ
ん
。

来
年
は
全
国
大
会
の
出
場
も
控
え
て
い
る
と
の
こ
と
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

ひ
と
声
か
け
て
あ
げ
る
だ
け
で
、
相
手

も
ち
ゃ
ん
と
理
解
を
し
て
く
れ
ま
す
。

日
々
の
積
み
重
ね
が
大
事
で
す
。

仕
事
で
の
や
り
が
い
は
？

　

や
っ
ぱ
り
長
い
期
間
一
人
ひ
と
り
と

向
き
合
う
か
ら
こ
そ
、
そ
の
人
の
こ
と

を
理
解
で
き
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
う

い
う
接
し
方
が
い
い
か
が
見
え
て
き
ま

す
。
そ
う
い
う
ふ
れ
あ
い
の
中
で
、
話

が
通
じ
た
り
、
自
分
の
話
で
笑
っ
て
く

れ
た
り
す
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

日
々
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
方
法
は
な
ん
で
す
か
？

　

趣
味
の
時
間
で
す
ね
。
ゲ
ー
ム
が
好

き
で
、
ち
ょ
っ
と
夜
更
か
し
し
て
ゲ
ー

ム
し
た
り
し
て
、
そ
う
や
っ
て
自
分
の

好
き
な
こ
と
に
時
間
を
当
て
る
こ
と
で
、

翌
朝
ス
ッ
キ
リ
し
た
顔
で
挨
拶
が
で
き

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
時
に
は
利
用
者

さ
ん
の
死
に
直
面
し
た
り
と
、
悲
し
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
利
用
者
さ
ん
の

前
で
は
な
る
べ
く
明
る
く
笑
顔
で
接
し

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
う
い
う

と
き
、
気
持
ち
の
切
り
替
え
が
で
き
る

こ
と
は
と
て
も
大
事
で
す
。

　

あ
と
は
、
家
族
で
す
ね
。
最
近
子
ど

も
が
生
ま
れ
た
ん
で
す
。
仕
事
か
ら
帰

る
と
寝
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
寝
顔
だ
け
で
十
分
癒
や
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
「
よ
し
、
が
ん
ば
ろ
う
！
」

と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。

福
祉
職
を
目
指
す
方
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

介
護
の
仕
事
は
人
対
人
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事
で
す
。
な
に
か
悩

ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
、
壁
に
ぶ
つ

か
っ
た
と
き
、
自
分
か
ら
そ
れ
を
相
談

で
き
な
い
と
こ
ち
ら
も
悩
み
を
共
有
し

て
解
決
へ
導
い
て
あ
げ
ら
れ
な
い
。
だ

か
ら
抱
え
込
ま
ず
に
、
些
細
な
こ
と
で

も
相
談
で
き
る
よ
う
に
、
人
と
会
話
す

る
事
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
話
し

て
く
れ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
交
流
が
深
ま

り
、
信
頼
関
係
も
生
ま
れ
て
き
ま
す
よ
。
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